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１. 登別市立地適正化計画策定の経緯 

 

●令和２年度（2020 年度） 
名称 開催⽇ 参加者 内容 

第１回 
庁内検討委員会 

令和２年（2020年）
10⽉７⽇（⽔） 

29 名 登別市の現状・課題の整理結果について報
告、まちづくりの⽅針（案）及び居住誘導
区域・都市機能誘導区域設定イメージ
（案）に関する意⾒聴取を実施。 

委員  20 名 
職員等  ９名 

関係部局との個別協議 
（グループ間協議） 

令和２年（2020年）
11⽉19⽇（⽊） 
〜11⽉27⽇（⾦） 

― まちづくりの⽅針（案）、⽬指すべき都市
の⾻格構造（案）、居住誘導区域・都市機
能誘導区域（案）、既存施設等の⽅向性な
どに関する意⾒聴取を実施。 

関係部局との個別協議 
（部間協議） 

令和３年（2021年）
１⽉５⽇（⽕） 
〜１⽉７⽇（⽊） 

― 居住誘導区域・都市機能誘導区域（案）、
既存施設等の⽅向性、関連施策等に関する
意⾒聴取を実施。 

第１回 
策定協議会 

令和３年（2021年）
１⽉19⽇（⽕） 

23 名 素案作成に向けた登別市⽴地適正化計画に
関する検討進捗の報告と質疑応答、意⾒聴
取を実施。 

委員  14 名 
職員等  ９名 

第２回 
策定協議会 

令和３年（2021年）
２⽉24⽇（⽔） 

20 名 誘導施設、誘導施策に関する質疑応答、意
⾒聴取を実施。 委員  11 名 

職員等  ９名 
第２回 
庁内検討委員会 

令和３年（2021年）
３⽉３⽇（⽔） 

※新型コロナウイルス
感染症の感染拡⼤防⽌
のため、書⾯にて開催 

誘導施設、誘導施策に関する意⾒聴取を実
施。 

第６回 
登別市都市計画マス
タープラン改訂市⺠
会議 

令和３年（2021年）
３⽉４⽇（⽊） 

※新型コロナウイルス
感染症の感染拡⼤防⽌
のため、書⾯にて開催 

登別市⽴地適正化計画に関する検討の進捗
報告と意⾒聴取を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

●令和３年度（2021 年度） 
名称 開催⽇ 参加者 内容 

第７回 
登別市都市計画マス
タープラン改訂市⺠
会議 

令和３年（2021年）
７⽉９⽇（⾦） 

※新型コロナウイルス
感染症の感染拡⼤防⽌
のため、書⾯にて開催 

素案について意⾒聴取を実施。 

第３回 
策定協議会 

令和３年（2021年）
９⽉10⽇（⾦） 

20 名 意⾒照会結果等の報告及び素案について質
疑応答、意⾒聴取を実施。 委員  13 名 

職員等  ７名 
第 19 回 
都市計画審議会 

令和３年（2021年）
10⽉11⽇（⽉） 

21 名 進捗状況について情報提供。 
素案について質疑応答、意⾒聴取を実施。 委員  12 名 

職員等  ９名 
第３回 
庁内検討委員会 

令和３年（2021年）
11⽉18⽇（⽊） 

23 名 素案について質疑応答、意⾒聴取を実施。 
委員  17 名 
職員等  ６名 

第４回 
策定協議会 

令和３年（2021年）
11⽉24⽇（⽔） 

21 名 居住誘導区域・都市機能誘導区域の再検討
に係る報告、関係機関協議の経過報告、素
案（更新版）について質疑応答、意⾒聴取
を実施。 

委員  14 名 
職員等  ７名 

住⺠説明会 
（鷲別公⺠館） 

令和３年（2021年）
11⽉29⽇（⽉） 

市⺠  16 名 
（１回⽬：13 名） 
（２回⽬： ３名） 
職員等  ６名 

原案について質疑応答を実施。 

住⺠説明会 
（登別市婦⼈センタ
ー） 

令和３年（2021年）
12⽉１⽇（⽔） 

市⺠  16 名 
（１回⽬：13 名） 
（２回⽬： ３名） 
職員等  ６名 

原案について質疑応答を実施。 

住⺠説明会 
（登別市⺠会館） 

令和３年（2021年）
12⽉３⽇（⾦） 

市⺠  33 名 
（１回⽬：23 名） 
（２回⽬：10 名） 
職員等  ６名 

原案について質疑応答を実施。 

第 20 回 
都市計画審議会 

令和３年（2021年）
12⽉13⽇（⽉） 

20 名 原案について諮問。 
委員  11 名 
職員等  ９名 

パブリックコメント 令和３年（2021年）
12⽉24⽇（⾦）〜 
令和４年（2022年）
１⽉24⽇（⽉） 

１件の意⾒（１⼈） 登別市⽴地適正化計画（案）に係る意⾒公
募。 

第 21 回 
都市計画審議会 

令和４年（2022年）
２⽉25⽇（⾦） 

※新型コロナウイルス
感染症の感染拡⼤防⽌
のため、書⾯にて開催 

原案について答申。 

  



登別市⽴地適正化計画 参考資料 
 

 

 

２. 登別市立地適正化計画策定協議会 

 ● 委員名簿 

⽒名 所属 
設置要綱に基づく 

委員の位置づけ 

在任 

期間 
備考 

有村 幹治 室蘭⼯業⼤学 教授 学識経験を有する者 R2-R3 会⻑ 
（R2-R3） 

武⽥ 雅康 登別市社会福祉協議会 
常務理事 登別市社会福祉協議会の代表者 R2  

藤江 紀彦 登別市社会福祉協議会 
常務理事 登別市社会福祉協議会の代表者 R3  

仲川 弘誓 登別市市⺠⾃治推進委員会 
委員⻑ 登別市市⺠⾃治推進委員会の代表者 R2-R3  

中塚 信 登別市都市計画マスタープラン 
改訂市⺠会議 会⻑ 

登別市都市計画マスタープラン改訂
市⺠会議の代表者 R2-R3  

中平 將 登別国際観光コンベンション協会 
係⻑ 

登別国際観光コンベンション協会の
代表者 R2-R3  

福井 誠 ⽇本⼯学院北海道専⾨学校 校⻑ 学識経験を有する者 R2-R3  

渡辺 哲也 登別商⼯会議所 登別商⼯会議所の代表者 R2-R3  

伊藤 晴美 道南バス株式会社 職員 公共交通関係団体の代表者 R2-R3  

佐藤 紀清 市職員 登別市総務部⻑ R2  

千葉 浩樹 市職員 登別市市⺠⽣活部⻑ R2-R3  

松本 朋史 市職員 登別市保健福祉部⻑ R2  

沼⽥ 久⼈ 市職員 登別市保健福祉部⻑ R3  

松⽥ 毅 市職員 
登別市観光経済部⻑ R2  

登別市総務部⻑ R3  

森元 俊明 市職員 登別市観光経済部⻑ R3  

対⾺ 秀樹 市職員 登別市都市整備部⻑ R2 副会⻑ 
（R2） 

南 三明 市職員 登別市都市整備部⻑ R3 副会⻑ 
（R3） 

堀井 貴之 市職員 登別市教育部⻑ R2-R3  

三好 ⼀也 市職員 登別市消防⻑ R2-R3  

  



 

 

 

３. 上位計画・関連計画 

 

●上位計画 

策定主体 計画名 計画概要 

北海道 

室蘭圏都市計画都市計画区域の
整備、開発及び保全の⽅針 
（室蘭圏都市計画区域マスター
プラン） 
【計画期間：令和 3 年（2021
年）〜令和 12 年（2030 年）】 

主要⽤途の配置⽅針や市街地における住宅建設の⽅針、市街
地における⼟地利⽤の⽅針等を定めるものです。 

登別市 

登別市総合計画第３期基本計画
【計画期間：平成28年度（2016
年度）〜令和７年度（2025年
度）】 

⽬指すべき将来像とその実現に向けたまちづくりの⽅向性を
⽰すもので、分野別の⽬標などを体系的にまとめた市の上位
計画です。 

第２期登別市まち・ひと・しご
と創⽣総合戦略 
【計画期間：令和２年度（2020
年度）〜令和 7 年度（2025 年
度）】 

総合計画第３期基本計画に連なるものとして、地⽅創⽣に対
する基本的な考え⽅、地⽅創⽣のための重点戦略及び具体の
施策及び数値⽬標を設定するものです。 

登別市強靱化計画 
【令和３年度（2021 年度）〜令
和７年度（2025 年度）】 

「強さとしなやかさ」を備えた国⼟、経済社会システムを平
時から構築することを⽬的として策定するものです。 

 

●関連計画 

策定主体 計画名 計画概要 

登別市 

登別市都市計画マスタープラン 

市⺠が安⼼して暮らすことのできるまちをつくるために、市
⺠とともにまちの将来像を描き、⼟地利⽤や道路、公園など
の都市施設整備の⽅向性を⽰すもので、都市計画を定める際
の指針となるものです。 

登別市地域公共交通計画 
まちづくりと連携した地域公共交通のネットワークの形成と
市域における輸送資源の総動員を図り、持続可能な旅客輸送
サービスの提供を確保することを⽬的とするものです。 

登別市みどりの基本計画 緑地の保全や緑化の推進⽅策、公園の配置⽅針、市⺠参加の
しくみなどを取りまとめたものです。 

登別市景観形成基本計画 
登別市総合計画の主要施策である「美しい都市景観の創造」
を効果的に進めるための指針であり、実現のために必要な総
合的な⽅策を⽰したものです。 

登別市公共施設等総合管理計画 公共施設等における総合的かつ計画的な管理を推進するため
の基本的な⽅針を⽰したものです。 

公共施設整備⽅針 適正配置を含めた公共施設整備についての市の基本的な考え
⽅を⽰したものです。 

登別市空家等対策計画 国の基本指針に即し、空き家等に関する対策を総合的かつ計
画的に実施するためのものです。 

登別市営住宅等⻑寿命化計画 
安全で快適な住まいを⻑きにわたって確保するため、修繕、
改善、建て替えなどの市営住宅等の活⽤⼿法を定め、⻑期的
な維持管理の実現を⽬的として策定するものです。 
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